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11月の主な活動
	 1日	 第23回定期大会
	 	 朝街宣

	 9日	 女性委員会街頭行動
	 	 第25回女性委員会総会
	 	 第25回青年委員会総会

	12日	 第1回四役会議

	13日	 新潟大学講演

	20日	 第1回執行委員会

	22日	 街宣行動（燕市）

	26日	 泉田新潟県知事との
懇談会

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！

す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で「
安
心
社
会
」を
切
り
拓
こ
う
！

運
動
へ
の「
参
加
」と
組
織
の「
拡
大
」を
す
す
め
、

地
域
活
動
を
広
め
よ
う
！

「安心社会」の実現  運動への「参加」  組織の「拡大」
活動方針と役員体制を決定

　

一
一
月
一
日
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
連
合
新
潟
第
二

三
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

二
〇
一
四
～
二
〇
一
五
年
度
の

活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
代
議
員
・
特
別
代

議
員
な
ど
二
一
一
人
が
出
席
。

大
会
議
長
に
は
横
山
一
以
さ
ん

（
Ｊ
Ｒ
総
連
）、
山
崎
宏
明
さ

ん
（
運
輸
労
連
）、
大
武
千
晶

さ
ん
（
情
報
労
連
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
か
ら
は
、「
こ
れ

ま
で
同
様
、『
組
織
拡
大
』
を

何
よ
り
も
優
先
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
連
合
新
潟
が
独
自

で
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
い
か
に
実
践
に

結
び
つ
け
る
の
か
、
構
成
組
織

と
連
合
新
潟
・
各
地
域
協
議
会

が
一
丸
と
な
っ
て
実
を
あ
げ
て

い
く
」
と
決
意
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
の

連
合
本
部
、
新
潟
県
、
新
潟
労

働
局
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
新

潟
県
総
合
生
協
、
民
主
党
新
潟

県
連
、
社
民
党
新
潟
県
連
合
会

の
代
表
者
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
新
規
加

盟
組
合
（
特
別
参
加
組
織
）
の

承
認
」「
二
〇
一
四
～
二
〇
一

五
年
度
運
動
方
針
」「
二
〇
一

四
年
度
財
政
」
そ
し
て
役
員
改

選
で
は
、
阿
部
会
長
代
行
を
は

じ
め
七
人
が
退
任
し
、
新
た
に

五
人
を
加
え
た
新
役
員
体
制
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
の
専
従
役
員
に
は
副
事

務
局
長
に
岡
島
氏
（
日
教
組
）、

諸
橋
氏
（
電
力
総
連
）、
新
潟

地
協
事
務
局
長
に
斎
藤
氏
（
交

通
労
連
）、
執
行
委
員
に
渡
辺

氏
（
連
合
新
潟
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、渋
谷
代
議
員（
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
立
川
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
労
組
）
か
ら
組
合

員
の
お
子
さ
ん
で
あ
る
「
な
ぎ

く
ん
に
心
臓
移
植
を
」
の
募
金

活
動
に
対
す
る
御
礼
と
、
そ
の

後
の
経
過
・
現
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
渡
部

代
議
員
（
自
治
労
）、
小
堺
代

議
員
（
日
教
組
）、
中
村
代
議

員
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
大
滝

代
議
員
（
国
公
総
連
）、
大
場

代
議
員
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
新
潟
に
新
規
加

盟
承
認
さ
れ
た
、
新
潟
県
厚
生

連
労
働
組
合
・
白
井
執
行
委
員

長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
大
会
で
退
任
さ
れ
る
役
員

の
中
で
、
永
年
の
功
績
を
た
た

え
て
、
阿
部
幸
夫
前
会
長
代
行
、

佐
藤
光
雄
前
副
会
長
を
は
じ
め
、

林
光
弘
さ
ん
、
榎
本
朋
子
さ
ん
、

渡
邉
貴
裕
さ
ん
、
佐
藤
弘
さ
ん

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
最
後
に

齋
藤
会
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
同
ホ
テ

ル
に
お
い
て「
大
交
流
懇
親
会
」

が
開
催
さ
れ
泉
田
新
潟
県
知
事
、

浜
田
新
潟
副
市
長
、
民
主
党
新

潟
県
連
代
表
・
菊
田
衆
議
院
議

員
、
連
合
新
潟
推
薦
県
議
会
議

員
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
お
よ
そ

二
三
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
齋
藤
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
連
合

新
潟
元
会
長
・
小
嶋
栄
吉
顧
問

か
ら
乾
杯
の
ご
発
声
の
の
ち
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

先
日
の
第

二
三
回
定
期

大
会
で
副
事

務
局
長
に
選

出
い
た
だ
き

ま
し
た
岡
島
で
す
。
労
働
者
・
生
活
者
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
た
政
策
・
制
度

の
実
現
を
目
指
し
、
連
合
新
潟
傘
下
の
皆
さ

ま
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
不
慣
れ
で
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

連
合
新
潟

第
二
三
回
定

期
大
会
に
お

い
て
、
副
事

務
局
長
に
就

任
し
ま
し
た
諸
橋
で
す
。
地
域
で
働
く
皆
さ

ま
の
気
持
ち
を
第
一
に
、
地
域
労
働
運
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
皆

さ
ま
か
ら
の
連
合
の
運
動
へ
の
積
極
的
な
参

画
を
お
願
い
し
ま
す
。
働
く
者
が
安
定
的
な

雇
用
の
も
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
で

地
域
包
括
支
援
は
ど
う
な
る
か

　

医
療
部
門
連
絡
会
は
一
〇
月
二
六
日
に
交

流
研
修
会
を
実
施
し
、
各
構
成
組
織
・
単
組

か
ら
五
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
二
〇
二
五
年
問
題
を
見
据
え

て
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
新

潟
県
介
護
福
祉
士
会
か
ら
実
際
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
場
で
実
践
し
て
お
ら
れ

る
本
間
良
さ
ん
か
ら
、
現
状
と
課
題
等
に
つ

い
て
、
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
の
講
座
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
に
改
定

が
予
定
さ
れ
る
診
療
報
酬
に
つ
い
て
「
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
け
る
診
療
報
酬

改
定
の
審
議
状
況
と
社
会
保
障
制
度
改
革
を

め
ぐ
る
動
き
」
と
し
て
、
連
合
本
部
生
活
福

祉
局
の
森
原
琴
絵
次
長
か
ら
、
現
在
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
臨
時
国
会
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
世
代
を
対
象
と

し
て
す
べ
て
の
世
代
が
支
え
あ
う
仕
組
み
と

し
て
、
少
子
化
対
策
分
野
、
医
療
・
介
護
分

野
、
年
金
分
野
に
つ
い
て
、
改
革
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
構
成
組
織
・
単
組
間
の
課
題
の

共
有
化
は
も
と
よ
り
、
医
療
と
介
護
の
連
携

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
特
別
参
加
組
織
と
し
て
連

合
新
潟
に
加
わ
る
新
潟
県

厚
生
連
労
組
か
ら
も
参
加

が
あ
り
、
各
構
成
組
織
か

ら
の
報
告
も
含
め
て
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

１�

．
集
団
的
労
使
関
係
の
拡
大
に
向
け
た
「
一
〇

〇
〇
万
連
合
」
実
現
行
動
の
着
実
な
実
践
と
連

帯
活
動
の
推
進
に
よ
る
社
会
的
影
響
力
あ
る
労

働
運
動
の
強
化

２�

．
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
と
処
遇
改
善
に
向

け
た
社
会
運
動
の
展
開

３�

．
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
構
築
に

向
け
た
政
策
・
制
度
の
取
り
組
み

４�

．
労
働
条
件
の
底
上
げ
と
社
会
的
横
断
化
の
促

進
と
デ
ィ
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現

５�

．
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
た
平
等
参
画

の
強
化

６�

．
政
策
実
現
に
向
け
た
政
治
活
動
の
強
化

７�

．
労
働
福
祉
団
体
と
国
際
交
流
に
関
す
る
活
動

二
〇
一
四
～
二
〇
一
五
年
度
　
運
動
方
針

2014～2015年度連合新潟役員
役　職 氏　　名 構成組織 備　　考
会　　　長 齋 藤 敏 明 情 報 労 連 専従
副　会　長 齋 藤 悦 男 自 治 労

山 阪 光 男 ＵＡゼンセン
田 村 　 稔 日 教 組
小野塚　豊 ＪＡＭ新潟
笹 川 孝 昭 電 機 連 合
米 山 哲 也 電 力 総 連
河 内 浩 一 Ｊ Ｐ 労 組
小 熊 　 勇 交 通 労 連
渡 辺 章 衛 運 輸 労 連
小谷野いく 情 報 労 連 （女性枠）

事 務 局 長 牧 野 茂 夫 Ｊ Ｐ 労 組 専従
副事務局長 小 島 　 晋 ＵＡゼンセン 専従

岡 島 祐 次 日 教 組 専従
諸橋幸太郎 電 力 総 連 専従

執 行 委 員 久志田　実 ＪＡＭ新潟 専従（下越地協）
斎 藤 敏 之 交 通 労 連 専従（新潟地協）
中 川 健 二 Ｊ Ｐ 労 組 専従（佐渡地協）
佐 藤 春 男 ＪＡＭ新潟 専従（県央地協）
小 林 　 守 情 報 労 連 専従（中越地協）
西 巻 淳 一 ＪＡＭ新潟 専従（柏崎地協）
早 川 英 雄 交 通 労 連 専従（上越地協）
渡 辺 　 治 連 合 新 潟 専従（新潟地協）
武 藤 　 明 自 治 労
斎 藤 政 敏 ＵＡゼンセン
遠 藤 　 丞 日 教 組
小 熊 文 雄 自動車総連
稲 垣 　 勉 Ｊ Ｒ 総 連
池 田 浩 昭 情 報 労 連
眞 田 　 守 基 幹 労 連
石 黒 　 稔 ＪＥＣ連合
江 部 正 雪 全 水 道
宮 沢 勝 正 全自交労連
永 井 一 徳 私 鉄 総 連
小 柳 優 子 自 治 労 （女性枠）
高松由美子 日 教 組 （女性枠）
船 山 昌 代 交 通 労 連 （女性枠）
加 藤 秀 子 情 報 労 連 （女性委員会枠）
佐 藤 考 実 紙 パ 連 合 （青年委員会枠）

会 計 監 査 溝 口 定 義 化 学 総 連
田 澤 勇 次 紙 パ 連 合
山 賀 敏 彦 ヘルスケア労協

新専従役員紹介

連合新潟
副事務局長
岡 島  祐 次
（日教組）

連合新潟
副事務局長

諸 橋  幸太郎
（電力総連）

スローガン



0120-191-880
（平日9：00～17：00）

新潟ろうきん 検索新潟県労働金庫

期間・融資総額限定期間・融資総額限定期間・融資総額限定

住宅ローンの借換えは
今がチャンス！ 当初20年間、
金利が変わらない安心を
手に入れませんか？

住宅
ローン
〈固定金利選択型〉

20年固定型
延長！ 増額!ご好評につき、

受付期間 融資総額延長！ 増額!ご好評につき、
受付期間 融資総額

250億円
250億円に
達し次第終了

《融資総額》     《受付期間》  
2013年 
12月30日㈪まで （　　　）

各種手数料無料 お申込み・繰上げ返済・返済方法変更etc.
団体信用生命保険料はろうきん負担

ご融資金額
最高

ご返済期間
最長

タスキをつなぎ新体制がスタート
前列右から３人目が佐藤新委員長

リレートークやチラシとティッシュを配布し
女性委員会の活動をアピール

女性委員会加藤委員長
のあいさつ

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2013年11月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第273号

　

プ
ロ
野
球
・
日
本
シ

リ
ー
ズ
は
、
東
北
楽
天

が
日
本
一
に
な
っ
た
。

第
七
戦
ま
で
も
つ
れ
た

試
合
の
原
動
力
は
、
や

は
り
マ
ー
君
こ
と
田
中

将
大
投
手
の
気
迫
あ
る

ピ
ッ
チ
ン
グ
が
他
の
選

手
や
、
応
援
す
る
東
北
の
人
た
ち
と
、

一
丸
に
な
っ
た
結
果
だ
と
思
う
。　

▼
彼
の
グ
ロ
ー
ブ
に
は
「
気
持
ち
」

と
い
う
言
葉
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い

る
。
絶
対
に
打
た
せ
な
い
気
持
ち
で

マ
ウ
ン
ド
に
上
が
る
か
ら
だ
と
聞
い

た
。
▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
八

ヶ
月
が
経
ち
、
復
興
も
道
な
か
ば
で

多
く
の
被
災
者
が
い
ま
も
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
復
興
支

援
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、「
絆
」
を

忘
れ
ず
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
。

�

（
Ｓ
）

土曜相談会 12月は14日に開催

男
女
平
等
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
宣
言
⑦

▪
全
電
線
新
潟
地
方
協
議
会

�
議
長
　
笹
川
　
秀
也

　

私
た
ち
は
男

女
の
人
権
が
平

等
に
尊
重
さ
れ

公
平
に
実
現
さ
れ
る
社
会
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
経
済
や
社

会
状
況
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず

優
先
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
に
よ
り
、「
男
女
平
等
参

画
」
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

80% 

10% 

10% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

はい 

いいえ 

1人旅行 

10月のホームページ・アンケート結果発表

質問：�　１年に１回は家族（友人）と旅行を楽しんでいる。

　多くの方が家族もしくは友人と旅行を楽しまれているよう
です。新潟県は国際空港、新幹線、高速道路、日本海航路と
移動手段には特に恵まれているように感じます。年に１度く
らいは贅沢してもいいですよね。個人的には１人旅行に憧れ
ます。
　11月のＨＰアンケートは、子どもに関する質問です。
投票お待ちしています。

　
「
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安

心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実
現

に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
一
〇

月
一
八
、
一
九
日
に
ア
オ
ー
レ

長
岡
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
福
祉
は
ひ
と
つ
」
の
理
念

の
も
と
、「
県
民
・
勤
労
者
の

共
感
が
得
ら
れ
る
社
会
運
動
の

研
究
・
確
認
」、「
地
域
に
根
ざ

し
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
活
動
の

研
究
・
確
認
」、「
労
働
者
福
祉

運
動
の
基
盤
強
化
と
ウ
イ
ン
グ

の
拡
大
に
向
け
た
研
究
・
確
認
」、

2013にいがた
ワーク ・ ライフ
フォーラム

in 長岡

「
協
同
事
業
の
社
会
的
価
値
と

力
量
を
高
め
る
活
動
の
研
究
・

確
認
」。
こ
の
四
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
講
演
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
一
五
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
分
科
会
形
式
で
研

修
会
が
行
わ
れ
、
連
合
新
潟
と

し
て
は
中
央
労
福
協
よ
り
大
塚

敏
夫
事
務
局
長
を
講
師
に
招
き

『
労
働
者
福
祉
と
地
域
社
会（
地

域
労
働
運
動
の
課
題
）』
と
題

し
て
、
す
べ
て
の
働
く
人
に
労

働
組
合
を
正
し
く
認
識
し
て
も

ら
い
、
必
要
性
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
の
全
体
交
流
会
で

は
各
団
体
か
ら
参
加
の
三
百
人

以
上
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
長
岡
市
立
劇
場

に
お
い
て
“
夜
回
り
先
生
”
と

し
て
活
動
を
続
け
る
水
谷
修
氏

を
講
師
に
「
未
来
の
た
め
に
今
、

何
が
で
き
る
か
」
と
題
し
て
記

念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
谷
氏
か
ら
は
今
起
き
て
い
る

現
場
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
熱
く
語

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
心
に

響
く
講
演
で
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
例
年
開
催
の
ユ

ニ
オ
ン
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
に
代

え
て
、
構
成
組
織
に
参
加
を
呼

び
か
け
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
を
地
域

で
活
動
す
る
団
体
と
連
帯
し
て

課
題
の
共
有
化
を
図
り
、
社
会

の
う
な
り
を
作
り
出
す
第
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

　

協
力
い
た
だ
い
た
参
加
組
織

の
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▪
労
済
労
連

�

執
行
委
員
長
　
佐
々
木
雅
人

　

新
潟
県
総
合

生
協
労
働
組
員

は
一
七
四
名

（
男
性
一
三
三
名
、
女
性
四
一

名
・
二
〇
一
三
年
八
月
現
在
）

で
す
。

　

男
女
平
等
推
進
に
関
し
て
は
、

現
在
執
行
部
の
相
談
窓
口
機
能

強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場

か
ら
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ

り
、
労
働
組
合
の
役
割
は
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

執
行
委
員
会
は
定
数
一
四
名
の

内
三
名
が
女
性
で
す
。

　

今
後
も
「
組
合
活
動
へ
の
女

性
参
画
」
な
ど
を
推
進
す
る
べ

く
、
一
人
ひ
と
り
と
の
対
話
を

大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▪
政
労
連

�

議
長
　
宇
野
　
嘉
人

　

政
労
連
新
潟
地
連
で
は
、
単

組
に
よ
り
女
性

組
合
員
の
比
率

に
違
い
が
あ
り

ま
す
が
、
働
く
者
が
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
雇
用

環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

▪
サ
ー
ビ
ス
連
合
東
日
本
地
連

�

議
長
　
岡
田
　
英
嗣

　
「
サ
ー
ビ
ス
連
合
・
男
女
平

等
参
画
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、

加
盟
組
合
と
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

各
加
盟
組
合
の
組
合
員
を
対

象
と
し
た
意
見
交
換
や
議
論
の

機
会
を
設
定
し
て
、
組
織
全
体

に
取
り
組
み
の
意
識
が
浸
透
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

青年委員長に
佐藤考実さん新任

女性委員長に
加藤秀子さん再任

　

女
性
委
員
会
は
一
一
月
九
日

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第
二

五
回
総
会
を
開
催
し
、
二
〇
一

四
年
度
活
動
方
針
、
予
算
、
役

員
を
全
会
一
致
で
確
認
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
加
藤
委
員
長
は
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
二
年
八
ヶ
月

が
経
過
し
た
が
、
い
ま
も
仮
設

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が
多

く
、
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

同
日
、
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
青
年
委
員
会
第

二
五
回
総
会
を
青
年
委
員
と
構

成
組
織
の
代
議
員
な
ど
計
四
七

人
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
は
今
年
度
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
テ

ー
マ
に
議
論
を
進
め
て
き
た
。

根
底
に
あ
る
の
が
生
活
（
ラ
イ

フ
）
で
あ
り
、
そ
の
中
に
仕
事

や
家
庭
、
余
暇
な
ど
が
あ
る
。

自
分
自
身
の
働
き
方
を
振
り
返

り
考
え
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
齋
藤
会
長
、
渡

邉
青
年
委
員
長
、
新
潟
県
女
性

財
団
大
島
理
事
長
、
新
潟
労
働

局
熊
倉
雇
用
均
等
室
長
、
民
主

党
新
潟
県
連
菊
田
代
表
か
ら
祝

辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
伊
東
委
員
（
日
教

組
）、
藤
田
委
員
（
電
力
総
連
）、

高
橋
委
員
（
全
労
金
）
が
退
任

し
、
新
た
に
江
部
委
員
（
日
教

組
）、
丹
治
委
員
（
電
力
総
連
）、

梨
本
委
員
（
全
労
金
）
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
、「
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
」
と
題
し
て
新
潟
県
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
田

中
亮
祐
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
新
潟
駅
前
で
、

女
性
委
員
会
と
構
成
組
織
の
参

加
者
が
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

廃
絶
デ
ー
」
の
街
頭
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
長
に
渡
邉
翔
さ
ん
（
電
力

総
連
）、
資
格
審
査
委
員
に
後

藤
秀
弥
さ
ん
（
日
教
組
）、
議

事
運
営
委
員
に
田
村
美
穂
さ
ん

（
日
教
組
）
を
選
出
し
進
行
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、渡
邉
晃
行
委
員
長（
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
か
ら
は
、「
衆

議
員
議
員
選
挙
や
参
議
院
議
員

選
挙
へ
の
取
り
組
み
、
ユ
ー
ス

ラ
リ
ー
の
展
開
や
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
活
動
へ
の
参
加
な

ど
に
対
す
る
お
礼
と
、
次
年
度

の
活
動
で
は
更
に
参
加
者
が
増

え
、
活
発
に
す
る
た
め
に
情
報

の
共
有
・
発
信
が
大
切
で
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
第
一
八
回

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
取
り
組
み
や

粟
島
浦
村
で
行
わ
れ
た
社
会
貢

献
活
動
な
ど
を
中
心
に
報
告
が

な
さ
れ
、
審
議
事
項
で
は
二
〇

一
四
年
度
活
動
方
針
お
よ
び
予

算
が
示
さ
れ
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
総
会
で
渡
邉
晃
行

委
員
長
が
退
任
し
、
新
委
員
長

に
佐
藤
考
実
さ
ん（
紙
パ
連
合
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
佐
藤
新
委
員
長
の

力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
新

た
な
青
年
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

2014年度  青年・女性委員会役員
青年委員会 女性委員会

役　職 氏　　名 構成組織 氏　　名 構成組織

委 員 長 佐 藤 考 実 紙 パ 連 合 加 藤 秀 子 情 報 労 連

副 委 員 長 畠 山 権 也 自 治 労 高松由美子 日 教 組

渡 邊 　 明 電 機 連 合

岩 田 健 大 電 力 総 連

事 務 局 長 吉 田 　 健 交 通 労 連 渡 邉 礼 子 自 治 労

事務局次長 　 　 古田小綾香 電 機 連 合

委 　 員 山 田 隆 之 ＪＡＭ新潟 菊 池 光 代 ＵＡゼンセン

田 中 俊 輔 Ｊ Ｐ 労 組 池田こずえ Ｊ Ｐ 労 組

野 村 尚 生 基 幹 労 連 江 部 敦 子 日 教 組

杉 田 芳 彰 情 報 労 連 渡 辺 陽 子 ＪＡＭ新潟

安 川 尊 明 全 労 金 丹治由佳利 電 力 総 連

浅 山 哲 也 ＵＡゼンセン 角 坂 香 里 基 幹 労 連

選 出 中 日 教 組 梨 本 亮 子 全 労 金

担 当 役 員 諸橋幸太郎 連 合 新 潟
副事務局長 小 島 　 晋 連 合 新 潟

副事務局長


